
県保健体育課より

神奈川県教育委員会 保健体育課

学校体育指導グループ

令和７年度 第６０回神奈川県高等学校生徒体力つくり研究発表大会
兼 神奈川県高等学校教科研究会保健体育部会研究発表大会



■ 学習指導要領解説における“知識”の内容の読み取り方について

■ 保健の内容における調和のとれた健康的な生活等について

■ 精神疾患の予防と回復について

■ 性に関する指導について

■ 体力の向上について

明日から授業づくりの参考のために
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学習指導要領解説における“知識”の内容の読み取り方について

第一学習社 https://www.daiichi-g.co.jp/pr/tb/7/68295/detail大修館書店 https://www.taishukan.co.jp/hotai/high/product/

保健体育
教科書



神奈川県立体育センター 平成24年３月 保健学習ハンドブック

語尾に着目する

『～を理解できるようにする』
『～できるようにする』

『～触れるようにする』

指導内容の精選の観点

必ず取り扱う内容

主となる学習内容を
扱った上で触れる内容

『必要に応じて扱う程度とする』
『関連付けて扱う程度とする』 伝える程度にとどめる内容

学習指導要領解説における“知識”の内容の読み取り方について

教科書を教える から 教科書で教える



例）入学年次の次の年次「２ 運動やスポーツの効果的な学習の仕方
(ｴ) 運動やスポーツの活動時の健康・安全の確保の仕方」

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編

運動やスポーツを行う際は、気象条件の変化など様々な危険を予見し、

回避することが求められること及び、気象条件や自然環境の変化など様々な危険を

予見し回避するためには、けがや事故の防止のための対策、発生時の処置、

回復期の対処などの各場面での適切な対応方法を想定しておくこと、

けがや事故につながりそうな体験から行動や活動環境の修正を図ることが

有効であることを理解できるようにする。

①

②

③

学習指導要領解説における“知識”の内容の読み取り方について



暑熱順化
熱中症 など

教 材

学習指導要領解説における“知識”の内容の読み取り方について

教材化

① 気象条件の変化など様々な危険を

予見し、回避することが求められること

② けがや事故の防止のための対策、

発生時の処置、回復期の対処などの各場面での

適切な対応方法を想定しておくこと

③ けがや事故につながりそうな体験から

行動や活動環境の修正を図ることが

有効であること

内 容

生徒

授 業



今後の授業づくりの参考のために
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■ 精神疾患の予防と回復について

■ 性に関する指導について
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保健の内容における調和のとれた健康的な生活等について

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編



保健の内容における調和のとれた健康的な生活等について

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編

生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには、
個人として「調和のとれた健康的な生活を続けること、
定期的な健康診断やがん検診などを受診すること」
が必要だよ。調和のとれた

健康的な生活って
何だろう？



個人の取組

生活習慣病などの予防と回復
健康の保持増進と生活習慣病などのリスクを軽減し予防する

社会的な対策

調和のとれた健康的な生活
医療等の
受診

普及・発信 等

適切な
運動

食事
休養 及び

睡眠

定期的な
健康診断
がん検診 など

健康診断等
の普及

新しい情報
の発信

保健の内容における調和のとれた健康的な生活等について

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編



現代社会と健康

(ｳ) 生活習慣病などの予防と回復

調和のとれた
健康的な生活

(ｵ) 精神疾患の予防と回復
㋑ 精神疾患への対処

調和のとれた
生活

安全な社会生活

(ｳ) 安全な社会づくり

主体要因

生涯を通じる健康

(ｲ) 労働と健康
㋑ 働く人の健康の保持増進

余暇を活用
生活の質の向上

保健の内容における調和のとれた健康的な生活等について 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編

例えば・・・
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精神疾患の予防と回復について

また、うつ病、統合失調症、不安症、摂食障害などを適宜取り上げ、誰もが罹患しうること、若年で発症する疾患が多いこと、
適切な対処により回復し生活の質の向上が可能であることなどを理解できるようにする。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編

精神疾患教育における授業力向上を図る実践教育
～ 統合失調症 に着目した授業の工夫～

茨城県立取手第二高等学校

山本教諭
■ 研究の目的

高等学校の保健体育科教員が精神疾患を扱う授業を安心して展開できるよう、指導上の工夫と
支援の在り方を探ることを目的とした。

■ 他県における実践事例



精神科医
渡部 衣美 先生

食事に比べ、自分で変えていく・管理していくことが可能な点から、導入として睡眠衛生教育を取り入れると良い。

スクールカウンセラー
佐藤 康江 先生

精神的な問題を抱えている生徒を動揺させないためには、授業を行うことや事前に知らせておくことや、
その上で、本人に必要な配慮があるか考えてもらうことがよい。

精神科医
立川 法正 先生

・うつ病は背景に遺伝などの様々な要素を含んでおり、複雑な説明が必要なことから統合失調症をメインで
扱うと良い。
・今後、患者が増加することも予想され、医療費の増加を防ぐことからも患者が社会に出て共生していくことが
求められるようになるだろう。誰もがかかりうる疾患であることを教育し、異変を感じたら当たり前のように
専門機関を受診することが大切である。

精神疾患の予防と回復について

令和７年度 第５３回関東地区高等学校保健体育研究大会 研究紀要



【高等学校】現代社会と健康 (ｴ) 精神疾患の予防と回復 ㋑精神疾患への対処

精神疾患の予防と回復には、身体の健康と同じく、適切な運動、食事、休養及び睡眠など、調和のとれた

生活を実践すること、早期に心身の不調に気付くこと、心身に起こった反応については体ほぐしの運動などの

リラクセーションの方法でストレスを緩和することなどが重要であることを理解できるようにする。

また、心身の不調時には、不安、抑うつ、焦燥、不眠などの精神活動の変化が、通常時より強く、持続的に生じるこ

と、心身の不調の早期発見と治療や支援の早期の開始によって回復可能性が高まることを理解できるようにする。

その際、自殺の背景にはうつ病をはじめとする精神疾患が存在することもあることを理解し、できるだけ早期に

専門家に援助を求めることが有効であることにも触れるようにする。

さらに、人々が精神疾患について正しく理解するとともに、専門家への相談や早期の

治療などを受けやすい社会環境を整えることが重要であること、偏見や差別の

対象ではないことなどを理解できるようにする。

文部科学省『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編体育編』平成30年７月

精神疾患の予防と回復について



精神疾患の予防と回復について 公益財団法人日本精神神経学会作成「高校生のための精神疾患当事者インタビュー動画教材」

詳しくは、令和７年度保健体育科
教育課程説明会（オンデマンド）における
行政説明の配付資料を御確認ください！

２次元
コード
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性に関する指導について



性に関する指導について



神奈川県の整理

性に関する指導について

■ 包括的性教育・・・包括的性教育とは、身体や生殖の仕組みだけでなく、人間関係や性の多様性、ジェンダー平等、
幸福など幅広いテーマを含む教育

■ 生命（いのち）の安全教育・・・児童・生徒等が性暴力の加害者、被害者、傍観者にならないようにするために、生命の尊さを
学び、性暴力の根底にある誤った認識や行動、また、性暴力が及ぼす影響などを
正しく理解した上で、生命を大切にする考えや、自分や相手、一人ひとりを尊重する態度等を、
発達段階に応じて身に付ける教育

学習指導要領及び
学習指導要領 解説

が根拠
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体力の向上について

柱書、（１）、（２）は省略

（3） 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上 を

目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）

■ 教科「保健体育」の目標

■ 科目「体育」の目標
（２）、（３）は省略

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を
通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、

自己の状況に応じて体力の向上 を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって

運動を豊かに継続することができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解する ともに、それらの技能を身に付けるようにする。



体力の向上について

柱書、（１）、（２）は省略

（3） 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上 を

目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）

■ 教科「保健体育」の目標

■ 科目「体育」の目標
（２）、（３）は省略

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を
通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、

自己の状況に応じて体力の向上 を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって

運動を豊かに継続することができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解する ともに、それらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたってそれぞれのライフステージやライフスタイルに応じて

体力の向上を図る能力を育てることの大切さを示したものである。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編

体力の向上を目指し とは、運動を適切に行うことによって、

自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、

心身の調和的発達を図ることである。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編



体力の向上について

高等学校修了段階においては、体力の向上を図る能力として、

目的に適した運動の計画や自己の体力や生活に応じた運動の計画を立て取り組むことができるようにすること 、

運動に関連して高まる体力やその高め方を理解しておくこと が大切である。
目指せサブ３！

運動不足解消！
健康の維持！

例）短距離走や跳躍種目
主に…

敏捷性 瞬発力

技術と関連させた補強運動や部分練習を取り入れ、
繰り返したり、継続して行ったりすることで、
結果として体力を高めることができること

主に…

全身
持久力

例）長距離走

武道

ダンス
器械運動

体育理論

体つくり運動

水泳

陸上競技

球技

保健

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編



最後に・・・



学習指導要領等の改訂に関するスケジュール（イメージ） 令和７年12月１５日教育課程部会 総則・評価特別部会 参考資料３



中央教育審議会教育課程企画特別部会_論点整理



体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ

中央教育審議会 教育課程部会 体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/112/index.html



体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ

https://www.mext.go.jp/content/20260217-mxt_kyoiku02-000047460_00020.pdf





「みんなと力を合わせて取り組むこと」と「チャレンジすること」です！

色んな種目を経験したけど、正直、上手にはならなかった。でも、楽しかったし、友だちも

含めて選択しているみんなで力を合わせて取組めたことはとても思い出に残ってる！

だから、自分が苦手なことにもチャレンジすることの大切さを学んだ！

ある神奈川県立高等学校３年生の声

３年間で体育の授業を通じて、思い出に残っていることや、身に付いたことなどは何かある？

指導
主事

生徒



スポーツ庁 河合 純一 長官
元静岡県公立中学校教諭

パラリンピック水泳競技 金メダリスト

学校の先生は競技のスペシャリストでなくてよい

子ども達が生涯にわたって運動やスポーツを

楽しむ心を育むためのスペシャリストであってほしい

最後に…



自らの豊かなスポーツライフを舵取りすることができるよう、

誰一人取り残さない保健体育の授業の更なる充実を


	スライド 1: 県保健体育課より
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34

